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す
。
一
方
で
、
共
同
出
資
に
よ
る
特
例
子
会
社
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
異
業
種
か
ら

の
参
入
で
は
、
農
地
の
確
保
や
技
術
的
な
支
援
、

採
算
性
の
確
保
な
ど
、
検
討
が
必
要
で
す
。
今
後
、

制
度
面
と
技
術
面
か
ら
、
国
に
対
す
る
制
度
改
正

要
望
な
ど
、
関
係
部
局
と
検
討
し
、
新
た
な
事
業

モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

◎
自
然
災
害
発
生
時
の
体
制
に
つ
い
て

清
風　

伊
藤　

清

Q
火
山
噴
火
・
台
風
・
大
雪
等
、
自
然
災
害
の

発
生
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
県
は
、
ど
の
よ

う
な
体
制
で
、
対
応
す
る
の
で
す
か
。

A
事
前
対
応
と
し
て
、
全
部
局
の
担
当
者
を
集

め
、
情
報
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
気
象
状
況

等
の
必
要
な
情
報
を
共
有
し
て
、
災
害
発
生
へ
の

備
え
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、「
災
害
対
策
本
部
」

等
を
設
置
し
、
国
や
市
町
村
、
関
係
機
関
等
と
緊

密
に
連
携
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
は
、
県
民
の
生
命
や
生
活
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
、
県
政
の
最
も

重
要
な
使
命
で
あ
り
災
害

へ
の
備
え
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
後
の
群
馬
の
医
療
に
関
す
る
所
見
に
つ
い
て

志
高
会　

中
島　

篤

Q
こ
れ
か
ら
の
群
馬
の
医
療
を
考
え
る
と
、
群

大
病
院
の
早
期
の
再
生
が
必
要
と
思
わ
れ
、

大
学
病
院
だ
け
で
な
く
県
や
議
会
も
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
知
事

の
所
見
は
ど
う
で
す
か
。

A
ま
ず
は
、
信
頼
回
復
に
向
け
て
、
群
馬
大
学

が
身
を
削
っ
て
改
革
を
や
り
遂
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
県
と
し
て
も
、
議

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
等
の
協
力
も
得

ま
し
て
、
特
定
機
能
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

拠
点
病
院
と
し
て
の
国
の
承
認
等
の
早
期
回
復
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
地
域
医
療
の

確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
の
成
果
と
今
後
の
国
際
戦
略
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

関
根　

圀
男

Q
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
の
成
果
は
ど
う
で
す
か
。
ま

た
、
次
期
国
際
戦
略
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
策
定
し
て
い
ま
す
か
。

A
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
今
後
の
経
済
交
流
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
家
主

席
等
と
意
見
交
換
し
、
本
県
に
対
す
る
期
待
の
大

き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
次
期
国
際
戦
略
に
お
い

て
も
、「
観
光
誘
客
の
促
進
」、「
農
畜
産
物
等
県

産
品
の
販
路
拡
大
」、「
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の

支
援
」
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
オ
ー
ル
群
馬
で
国
際
戦
略
を
推
進
し
、

県
内
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
疑
及
び
一
般
質
問
の
映
像（
録
画
）は
、県
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

質
疑
及
び
一
般
質
問
は
、一
般
の
方
も
傍
聴
で

き
ま
す
。

積
極
的
な
委
員
会
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
は
、閉
会 

中
で
も
担
当
す
る
所
管
事
項
に
つ
い
て
、審
議 

の
参
考
と
す
る
た
め
に
、現
場
に
出
向
い
て
調 

査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
常
任
委
員
会
の
主
な
調
査
状
況 

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
須
藤
和
臣
、
副
委
員
長
：
金
井
康
夫

委
員
：
南
波
和
憲
、
織
田
沢
俊
幸
、
萩
原
渉
、

　
　
　

伊
藤
祐
司
、
小
川
晶
、
大
和
勲
、

　
　
　

井
田
泰
彦

◎
県
内
調
査

★
平
成
28
年
１
月
27
日
㈬

①
群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
（
前
橋
市
）

②
群
馬
県
立
女
子
大
学
（
佐
波
郡
玉
村
町
）

昨
年
11
月
に
両
大
学
を
公
立
大
学
法
人
化
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、
平
成
30
年
度
を
目
途
に
「
１
法

人
２
大
学
」
と
す
る
こ
と
で
準
備
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
公
立
大

学
法
人
化
に
向
け
た
参
考
と
す
る
た
め
、
両
大
学

の
現
状
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

県立女子大学会議室

厚
生
文
化
常
任
委
員
会

◎
厚
生
文
化
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
臂
泰
雄
、
副
委
員
長
：
清
水
真
人

委
員
：
黒
沢
孝
行
、
星
野
寛
、
狩
野
浩
志
、

　
　
　

星
名
建
市
、
水
野
俊
雄
、
金
子
渡
、

　
　
　

荒
木
恵
司
、
加
賀
谷
富
士
子

◎
県
内
調
査

★
平
成
28
年
１
月
28
日
㈭

①
多
胡
碑
記
念
館
（
高
崎
市
）

今
後
の
本
県
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
振
興
と
文

化
づ
く
り
の
推
進
の
参
考
と
す
る
た
め
、
同
記
念

館
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

多胡碑

②
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
前
橋
市
）

本
県
の
保
健
医
療
対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
、

医
療
従
事
者
や
学
生
の
た
め
の
医
療
技
能
習
得
を

目
的
と
す
る
ス
キ
ル
ラ
ボ
セ
ン
タ
ー
を
調
査
し
ま

し
た
。産

経
土
木
常
任
委
員
会

◎
産
経
土
木
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
井
下
泰
伸
、
副
委
員
長
：
安
孫
子
哲

委
員
：
腰
塚
誠
、
須
藤
昭
男
、
岩
上
憲
司
、

　
　
　

角
倉
邦
良
、
大
手
治
之
、
藥
丸
潔
、

　
　
　

本
間
惠
治
、
穗
積
昌
信

◎
近
県
調
査

★
平
成
28
年
１
月
28
日
㈭

①
富
士
重
工
業
株
式
会
社
ス
バ
ル
研
究
実
験
セ
ン

タ
ー
（
栃
木
県
佐
野
市
）

産
業
振
興
や
交
通
安
全
対
策
等
の
参
考
と
す
る

た
め
、
同
社
に
お
け
る
安
全
技
術
等
の
技
術
開
発

の
取
組
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

スバル研究実験センター

文
教
警
察
常
任
委
員
会

◎
文
教
警
察
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
岸
善
一
郎
、
副
委
員
長
：
髙
橋
正

委
員
：
中
沢
丈
一
、
松
本
耕
司
、
新
井
雅
博
、

　
　
　

福
重
隆
浩
、
後
藤
克
己
、
酒
井
宏
明
、

　
　
　

川
野
辺
達
也
、
本
郷
高
明

◎
県
内
調
査

★
平
成
28
年
１
月
28
日
㈭

①
群
馬
県
警
察
本
部
（
前
橋
市
）

現
在
の
指
令
シ
ス
テ
ム
や
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム

等
、
警
察
本
部
が
担
っ
て
き
た
機
能
に
つ
い
て
、

そ
の
現
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

県警通信指令センター

環
境
農
林
常
任
委
員
会

◎
環
境
農
林
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
井
田
泉
、
副
委
員
長
：
原
和
隆

委
員
：
関
根
圀
男
、
久
保
田
順
一
郎
、

　
　
　

橋
爪
洋
介
、
あ
べ
と
も
よ
、
中
島
篤
、

　
　
　

金
井
秀
樹
、
伊
藤
清
、
山
﨑
俊
之

◎
閉
会
中
の
委
員
会
の
開
催

★
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮

①「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
」及
び「
基
本
計
画
議
決
条
例
」

関
係
に
つ
い
て

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
」
の
大
筋
合
意
を
踏
ま
え
、
農

業
の
展
望
や
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
参
考
人
の

皆
様
の
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。
今
後
の
委
員
会
運

営
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す
る
県
政
審
査
に
活
か
し

ま
す
。

環
境
森
林
部
関
係
の
２
件
の
計
画
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

委員会室


